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第１７回　平和を願う夏　

　（１）日本国憲法９条の「戦争放棄」
　 この原稿を書いているのは５月ですが、掲載予定の８月は広島、長崎への原爆の投下、太平洋戦争を含む15年戦争の終戦の月です。マスコミでも平和について取り上げられていることと思います。今年になって、アメリカとイスラエルのイランへの武力攻撃が起こり、少し前にはイスラエルがガザを攻撃しました。ロシアのウクライナ攻撃も続いています。この通信をお読みになっている頃にはどのような状況になっているでしょうか。少しでも平和への歩みが進んでいればと願っています。
　 平和を願う気持ちは誰もがもっていることでしょう。ほとんどの人は「戦争なんかしたくない。戦争になったら困る」と思っているでしょうね。日本国憲法９条の「戦争放棄」もみなさん賛成だと思います。
　 しかし、現在この憲法９条を変えようとする動きも出ており、これに賛成する方も相当数おられるのではないでしょうか。何故「戦争放棄を放棄する」ことに賛成するのか。私は、マスコミやＳＮＳで脅威をあおるような論調が多いからではないかと思っています。それに、「憲法に自衛隊を書き込むだけだから」ということを誤解している方もおられるのではないでしょうか。私も災害救助などに携わってくださっている自衛隊の方々には感謝していますし、こういうことをする自衛隊は必要だと思っています。しかし、「軍隊を持たない」と決めている憲法に「自営のための実力組織としての自衛隊」を書き込むということは、「軍隊を持たない」の例外規定になりますので、「軍隊としての自衛隊」を持つことになります。端的に言えば、「日本が自衛隊という名前の軍隊を持つ」ということになります。
　 岡山盲学校では、月に１回朝礼があり、高等部の生徒に教頭が話をする時間がありました。私が教頭をしていた頃は安倍政権で、「憲法改正」が問題になっていました。私は、生徒に「教員としての私が憲法を守りましょうというのと、安倍総理大臣が憲法を変えましょうというのとどちらが法的に正しいでしょうか」と問いかけました。皆さんはどう思われますか。
　 日本国憲法の第99条には「天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官その他の公務員は、この憲法を尊重し擁護する義務を負ふ。」とあり、大臣や国会議員は憲法を尊重し、擁護する義務があるのです。地方公務員である盲学校の教員の立場として、「憲法を守りましょう」と言うことは問題ありませんが、「憲法を変えましょう」と言うことは憲法違反になるのではないでしょうか。最近の報道で、「首相が憲法改正に前向きになっている」とよく聞きますが、これは憲法違反の報道になってしまうのではないかと思います。高市さん個人が「憲法を変えたい」と考えるのは自由ですが、首相としての高市さんが「憲法を変えましょう」というのは憲法違反になります。
　
（２）「命を守る勉強」
　 40年ほど前に、担任していた元自衛官の中途視覚障害の生徒さんは、「自衛隊の時は人殺しの練習をしていたけど、盲学校では命を守る勉強をさせてもらっている。ありがたいことです」と言っていました。
　 2017年の夏に、金沢市で研究会に参加した際に、講師の宮村健二先生（石川盲学校教諭から筑波技術短大助教授になられ、当時は金沢に帰って開業されていました）が、「今は平和について本当に危ない感じがする。どんな世の中になるか恐ろしい」というようなことを言っておられました。その当時は、安倍内閣が集団的自衛権を認め、自衛隊が戦争をする可能性があると考えられていた頃です。視覚障害者の鍼灸界の重鎮であった宮村先生が、戦争に対する不安を率直に述べられたことに驚きました。
　 さて、今はどうでしょう。国民の健康の保持・増進、病気の治療に携わっているみなさん。今の状況をどう考えますか。
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